
米子市の環境に関する市民アンケート調査結果(市民編）

　第２次環境基本計画の策定に当たり、環境に対する市民意識や家庭における省エネの取組状況
等の変化を把握することを目的に、平成２７年度に実施したアンケートと同様の内容でアンケートを
実施しました。ただし、昨今の情勢を考慮し質問内容を追加、修正しています。

●調査概要●

調査期間 令和元年１１月６日～１１月２５日

回収数（回収率） １，１６１人（３８．７％）

【身近な環境の様子について】

調査対象 米子市内居住の２０歳以上方から無作為に抽出

配布・回収方法 郵送による配布・回収

配布数 ３，０００人

質問１. 住みやすさについて

　多少数値の増減はあるものの、平成２７年度と同様の傾向でした。「住みやすい」または「やや住
みやすい」の割合は合わせて８６．０％で、多数が住みやすいと感じていると考えられます。

質問1.住みやすさについて 

住みやすい やや住みやすい どちらともいえない やや住みにくい 住みにくい 

52.3% 
33.7% 

9.4% 
3.6% 

1.0% 
【令和元年度】 

48.3% 

35.5% 

11.2% 

3.7% 

1.4% 

【平成２７年度】 
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質問２．身近な周辺環境について（複数回答あり）

　多少数値の増減はあるものの、平成２７年度と同様の傾向でした。「満足」、「やや満足」の割合を
合わせると多くの項目で５割を超えました。

51.7% 

33.3% 

31.8% 

31.6% 

27.7% 

23.7% 

23.2% 

22.5% 

17.3% 

14.6% 

11.9% 

10.2% 

34.8% 

39.0% 

38.6% 

37.9% 

42.0% 

32.9% 

30.2% 

30.7% 

34.0% 

39.2% 

32.7% 

32.8% 

9.2% 

20.5% 

20.0% 

19.2% 

23.9% 

34.8% 

37.0% 

35.7% 

29.0% 

28.6% 

40.5% 

29.2% 

3.2% 

5.9% 

8.1% 

8.4% 

5.0% 

6.5% 

7.0% 

8.4% 

15.2% 

13.2% 

11.5% 

20.1% 

1.0% 

1.3% 

1.5% 

2.9% 

1.3% 

2.1% 

2.6% 

2.7% 

4.6% 

4.4% 

3.4% 

7.7% 

0% 25% 50% 75% 100%

空気のきれいさ 

緑とのふれあい

の場 

水(川や海を含む）

のきれいさ 

騒音・振動のよう

す 

自然景観の美しさ 

野鳥や昆虫との

ふれあいの場 

土とのふれあい

の場 

水とのふれあい

の場 

公園や広場など

の安らぎの場 

道路のきれいさ 

まちなみの美しさ 

ごみ出し・ポイ捨

てなどのマナー 

質問２.身近な周辺環境について 

1満足 2やや満足 3どちらともいえない 4やや不満足 5不満 

【令和元年度】 
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7.9% 

10.5% 
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0% 25% 50% 75% 100%

【平成２７年度】 
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　多少数値の増減はあるものの、平成２７年度と同様の傾向となっており、特に「空気のきれいさ」に
ついて、将来の世代に残したいと考えていることが分かりました。

　質問３．将来の世代に残したい環境について（複数回答あり）

60.9% 

59.9% 

40.0% 

27.8% 

26.1% 

19.5% 

14.9% 

10.8% 

9.9% 

7.6% 

6.1% 

3.4% 

1.8% 

60.2% 

56.3% 

41.0% 

26.5% 

25.5% 

24.2% 

12.8% 

10.3% 

9.5% 

6.9% 

8.1% 

2.7% 

1.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

空気のきれいさ 

水（川や海を含む）のきれいさ 

自然景観の美しさ 

ごみ出し・ポイ捨てなどのマ

ナー 

公園や広場などの安らぎの場 

緑とのふれあいの場 

騒音・振動被害の少なさ 

まちなみの美しさ 

道路のきれいさ 

水や水辺とのふれあいの場 

野鳥や昆虫とのふれあいの場 

土とのふれあいの場 

その他 

質問３．将来の世代に残したい環境について 

令和元年度 

平成27年度 

湧水、米子城跡 

その他記入欄（一部抜粋） 
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質問４．解決（改善）しておきたい環境について（複数回答あり）

　　多少数値の増減はあるものの、平成２７年度と同様の傾向でした。「ごみ出し・ポイ捨てなどのマ
ナー」について、５割以上が改善したいと考えています。

55.8% 

35.1% 

32.7% 

31.7% 

21.6% 

19.1% 

17.6% 

16.2% 

11.0% 

9.2% 

5.8% 

4.6% 

5.1% 

56.4% 

33.9% 

32.1% 

26.9% 

23.7% 

18.0% 

17.4% 

17.4% 

10.5% 

12.5% 

6.5% 

5.7% 

2.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ごみ出し・ポイ捨て 

などのマナー 

公園や広場など 

の安らぎの場 

水（川や海を含む） 

のきれいさ 

道路のきれいさ 

まちなみの美しさ 

騒音・振動 

のようす 

空気のきれいさ 

自然景観の美しさ 

水との 

ふれあいの場 

緑との 

ふれあいの場 

野鳥や昆虫との 

ふれあいの場 

土との 

ふれあいの場 

その他 

質問４．解決（改善）しておきたい環境について 

令和元年度 

平成27年度 

ヌカカ駆除、飼い犬のフンの処理、 

産業廃棄物処理場について 

その他記入欄（一部抜粋） 
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【環境に対する取組について】

　質問５．環境にやさしい行動について

　平成２７年度に比べ、「洗剤は適量を使用している」について、「いつもやっている」が１５．３％上昇して
います。その他の項目は同様の傾向でした。

94.2% 

74.5% 

73.7% 

68.7% 
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50.8% 
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24.6% 

29.5% 

37.5% 

37.1% 

42.3% 

28.6% 

36.3% 

31.4% 

43.5% 

23.8% 

32.7% 

1.3% 

5.5% 

6.0% 
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0% 25% 50% 75% 100%

ごみは、分別して出している 

台所の排水口から食用油や食べかす等を

流さないようにしている 

洗剤は適量を使用している 

隣りや近所への騒音防止に心がけている 

外出先で出るごみは持ち帰るようにしてい

る 

節電につとめている 

節水につとめている 

なるべく不必要なものを買わないようにし

ている 

生ごみの再利用化・少量化に努めている 

なるべくレジ袋をもらわないようにしている 

近距離の移動は、なるべく徒歩または自

転車で移動している 

再生紙などエコ商品の購入を心がけてい

る 

環境に関する行事やボランティア活動に

参加したり協力している 

自動車のエコドライブ 

質問５．環境にやさしい行動について 

いつもやっている 時々やっている あまりやっていない 全くやっていない 

【平成２７年度】 
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0% 25% 50% 75% 100%

ごみは、分別して出している 

台所の排水口から食用油や食べか

す等を流さないようにしている 

洗剤は適量を使用している 

隣りや近所への騒音防止に心がけ

ている 

外出先で出るごみは持ち帰るよう

にしている 

節電につとめている 

節水につとめている 

なるべく不必要なものを買わないよ

うにしている 

生ごみの再利用化・少量化に努め

ている 

なるべくレジ袋をもらわないようにし

ている 

近距離の移動は、なるべく徒歩ま

たは自転車で移動している 

再生紙などエコ商品の購入を心が

けている 

環境に関する行事やボランティア

活動に参加したり協力している 

自動車のエコドライブ 
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0% 25% 50% 75% 100%

ごみは、分別して出している 

台所の排水口から食用油や食べか

す等を流さないようにしている 

洗剤は適量を使用している 

隣りや近所への騒音防止に心がけ

ている 

外出先で出るごみは持ち帰るように

している 

節電につとめている 

節水につとめている 

なるべく不必要なものを買わないよ

うにしている 

生ごみの再利用化・少量化に努め

ている 

なるべくレジ袋をもらわないようにし

ている 

近距離の移動は、なるべく徒歩また

は自転車で移動している 

再生紙などエコ商品の購入を心が

けている 

環境に関する行事やボランティア活

動に参加したり協力している 

自動車のエコドライブ 

宅配便は、なるべく再配達にならな

いように受け取っている 

【令和元年度】 

※「自動車の空ぶかしはしない」と質問 
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　多少数値の増減はあるものの、平成２７年度と同様の傾向となっており、５割以上が前向きに参加
を検討しています。

【地球温暖化問題について】

質問７．地球温暖化問題について

　平成２７年度に比べ、「重要だと思うが他にもっと大切な問題がある」が５．９％減少し、「世界的な
問題で最優先されるべき一つ」が７．６％増加しています。地球温暖化問題に対して、危機意識が高
まっていると考えられます。

質問６．環境保全への参加意欲について

65.1% 

26.8% 

1.5% 

6.2% 

0.4% 

質問７．地球温暖化問題について 

世界的な問題で最優先されるべき一つ 重要だとは思うが他にもっと大切な問題がある 

あまり重要な問題とは思わない わからない 

その他 

【令和元年度】 【平成２７年度】 

57.5% 
32.7% 

1.9% 
6.8% 

1.1% 

3.3% 

23.1% 

31.4% 

16.9% 

10.8% 

6.4% 

6.2% 2.0% 

質問６．環境保全への参加意欲について 

積極的に参加していきたい 都合がつけば参加していきたい 興味のある活動であれば 

参加していきたい 
参加したいと思うが、健康上の理由 

等で参加したいとは思わない 

誘われれば参加するが、あまり 

参加したいとは思わない 

参加したいとは思わない 

わからない その他 

4.5% 

27.3
% 

30.9
% 

14.4
% 

9.0% 

6.1% 
6.6% 

1.1% 【平成２７年度】 【令和元年度】 
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質問９．地球温暖化防止のための費用負担について

　多少数値の増減はあるものの、平成２７年度と同様の傾向となっており、｢温暖化対策は必要だと
思うが家計の負担増は避けてもらいたい｣の割合が最も高いという結果でした。

　多少数値の増減はあるものの、平成２７年度と同様の傾向となっており、「現在の生活を多少変え
てでも温暖化対策を行うべきである」の割合が最も高く、地球温暖化対策のための行動が求められ
ていると考えられます。

質問８．地球温暖化防止のための行動について

3.4% 

32.4% 

43.1% 

13.3% 

1.7% 5.4% 

0.7% 

質問８．地球温暖化防止のための行動について 

温暖化対策を行うよりも生活を 

向上させるほうが大切である 

現在の生活を変えない範囲で 

温暖化対策を行うべきである 

現在の生活を多少変えてでも 

温暖化対策を行うべきである 

温暖化対策を優先的に行うべきである 私達の生活と地球温暖化 

問題とは関係がない 

わからない 

その他 

【令和元年度】 【平成２７年度】 

1.5% 

62.1% 

27.2% 

1.9% 4.3% 

3.0% 

質問９．地球温暖化防止のための費用負担について 

家計の負担が増えるならば温暖化 

対策は行わなくてもよい 

温暖化対策は必要だと思うが 

家計の負担増は避けてもらいたい 

温暖化対策のためには 

家計の負担増はやむをえない 

私達の生活と地球温暖化問題とは関係 

が無いので費用負担はしたくない 

わからない その他 

【令和元年度】 

4.0% 

35.4% 

42.7% 

9.5% 

1.4% 
6.0% 1.0% 

2.2% 

66.4% 

22.5% 

1.9% 4.5% 2.5% 

【平成２７年度】 
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質問１０．地球温暖化対策の取組状況について(令和元年度のみ)

　LED照明に関しては、５割以上が導入済みでした。また、その他の機器について、「導入予定はな
いが、関心はある」の割合が比較的高い機器も多く、地球温暖化対策に対し、前向きに検討してい
ると考えられます。

56.8% 

22.4% 

19.2% 

9.2% 

6.9% 

1.6% 

1.6% 

0.1% 

16.8% 

2.5% 

8.2% 

0.6% 

0.5% 

1.4% 

2.4% 

0.2% 

18.8% 

38.8% 

44.2% 

38.0% 

34.0% 

39.2% 

40.6% 

23.6% 

3.2% 

17.9% 

16.1% 

35.7% 

39.0% 

29.2% 

27.6% 

44.2% 

4.5% 

18.4% 

12.2% 

16.5% 

19.6% 

28.5% 

27.8% 

31.9% 

0% 25% 50% 75% 100%

LED照明 

住宅の断熱化（気密性の高いもの） 

エコカー（ハイブリット車、電気自動車等） 
 

太陽光発電システム 

太陽熱利用システム 

（太陽熱温水器） 
 

家庭用燃料電池システム 

（エネファーム） 
 

蓄電池システム 

家庭用風力発電 

質問１０．地球温暖化対策の取組状況について 

導入済み 導入検討中 

導入予定はないが、関心はある 今後も導入しない 

分からないまたは該当しない 
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【事業者や行政に期待することについて】
質問１１．事業者に期待することについて

　平成２７年度に比べ、「ダイオキシンなどの有害物質の発生抑制」、「太陽光や風力など再生可能
エネルギーの開発や利用」の割合は減少し、「環境問題について社会的責任を認識した経営者の
姿勢」や「費用がかかっても環境への影響がより少ない資機材の導入」の割合が増加しています。

その他記入欄（一部抜粋） 

43.5% 

40.7% 

36.5% 

25.9% 

21.9% 

21.4% 

17.8% 

14.8% 

12.6% 

12.1% 

11.5% 

6.1% 

5.1% 

5.1% 

3.7% 

3.6% 

1.1% 

40.1% 

40.3% 

32.6% 

37.6% 

20.0% 

35.6% 

7.5% 

18.3% 

17.0% 

1.9% 

10.7% 

1.6% 

5.4% 

5.8% 

6.0% 

4.2% 

0.5% 

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

大気汚染や水質汚濁、騒音などの公害対策の強化 

廃棄物の適正な処理 

省エネタイプの製品、有害物質を含まない製品など 

地球環境に配慮した製品の開発 

ダイオキシンなどの有害物質の発生抑制 

リサイクル等の省資源化、節約等による 

省エネルギーの徹底 

太陽光や風力など再生可能エネルギーの開発や利用 

環境問題について社会的責任を認識した経営者の姿勢 

商品の積極的な修理の受け入れや回収 

エコカーの積極的な導入 

費用がかかっても環境への影響が 

より少ない資機材の導入 

トレーや牛乳パックなどの店頭回収 

業務内容に応じた環境に対する 

具体的な行動目標や行動計画の作成 

製品の「環境への負荷」を明示するなど製品情報の提供 

広報活動や従業員研修などによる従業員の環境教育 

看板への配慮（デザイン、設置場所）など 

良好な景観や快適空間の確保 

市民団体による環境活動への支援や活動への参加 

その他 

質問１１．事業者に期待することについて 

令和元年度 

平成27年度 

缶やペットボトルの店舗回収、 

環境教育、フードロス 

その他記入欄（一部抜粋） 
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質問１２．行政に期待することについて

　平成２７年度に比べ、「ノーレジ袋など省資源化の促進に関する取組」の割合が大きく増加し、「太
陽光や風力など再生可能エネルギーの利用に関する取組」、「環境にやさしい交通体系の確立」の
割合が減少しました。

44.9% 

31.5% 

31.4% 

28.7% 

28.2% 

22.0% 

21.9% 

20.9% 

20.4% 

20.1% 

19.0% 

17.7% 

17.0% 

14.6% 

12.1% 

11.8% 

11.3% 

11.1% 

9.6% 

9.6% 

7.3% 

7.2% 

5.8% 

3.9% 

3.2% 

2.2% 

11.4% 

46.6% 

30.9% 

28.6% 

30.2% 

23.7% 

19.1% 

28.7% 

15.5% 

20.0% 

16.7% 

34.4% 

6.2% 

19.6% 

10.4% 

11.5% 

14.9% 

9.3% 

8.1% 

10.2% 

6.2% 

18.8% 

8.0% 

7.1% 

5.4% 

5.3% 

1.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公害対策（大気汚染・水質汚濁・騒音・振動など）

に関する取組 

不法投棄対策の推進 

ごみの減量・リサイクルの推進を含めた廃棄物の

適正な処理に関する取組 

河川の再生・水質の改善 

街並みの整備・保全、街の美化 

森林の保全や公園整備などの緑化に関する取組 

ダイオキシンなどの有害物質に関する取組 

生態系の保全 

地球温暖化防止に向けた取組の方向や 

行動を示した計画の策定 

地下水の保全 

太陽光や風力など再生可能エネルギーの 

利用に関する取組 

ノーレジ袋など省資源化の促進に関する取組 

環境モラルの向上 

省エネルギーに関する取組 

工場、農業等の悪臭対策の促進 

エコカーの普及に関する取組 

二酸化炭素など温室効果ガスの排出に対する 

条例による規制 

湾岸環境の保全 

環境に配慮した製品の流通促進 

地盤沈下・土壌汚染対策の促進 

環境にやさしい交通体系の確立 

環境に関する普及啓発活動や情報の提供 

市民団体、事業者による環境活動への支援 

看板への配慮（デザイン、設置場所）など 

良好な景観や快適空間の確保 

エコドライブに関する取組 

その他 

環境教育、環境学習の推進 

質問１２．行政に期待することについて 

令和元年度 

平成27年度 

空地の管理、飼い猫のフンの処理、ヌカカ駆除、 

自然災害に対抗出来る環境づくり、フードロス、 

街路樹の整備・保全 

その他記入欄（一部抜粋） 

※令和元年度のみ 
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質問１３．環境意識について（令和元年度のみ）

　PM2.5と電力自由化の項目では、「知っている」との割合が５割を超えました。その他の項目におい
ても、「知っている」と「聞いたことがある」の割合を合計すると、５割を超える項目が多く、環境問題
に関心があると考えられます。

81.0% 

63.6% 

44.2% 

43.2% 

27.4% 

21.4% 

21.0% 

9.6% 

9.4% 

9.0% 

10.5% 

26.5% 

37.3% 

42.3% 

39.1% 

29.4% 

39.2% 

21.2% 

23.5% 

36.5% 

8.5% 

10.0% 

18.4% 

14.5% 

33.6% 

49.2% 

39.8% 

69.2% 

67.2% 

54.5% 

0% 25% 50% 75% 100%

PM2.5

電力自由化 

バイオマス発電 

パリ協定 

エネルギーの地産地消 

固定価格買取制度（FIT） 

生物多様性 

SDGｓ（持続可能な開発目標） 

COOL CHOICE（クールチョイス） 

気候変動適応法 

質問１３．環境意識について 

知っている 聞いたことがある 知らない 
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